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現生および長沼層 （中部更新統〉

のホホジロザメの歯

上野）陣弥ヰ ・松島 義 章

Comparative Study of Teeth from Naganuma Formation 

of Middle Pleistocene and Recent Specimens of the Great 

White Shark, Cαrchαradon cαrchαrias from Japan 

Teruya UYENO本 andY oshiaki孔1ATSUSHIMA

Abstract 
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Three fossil shark teeth of Carcharodon carcharias ( L1NNAEus〕fromNaganuma 

Formation of Middle Pleistocene bed were compared with series of teeth from 

an Recent adult (male, 3. 9 m in total length) and an young〔male,1. 7 m) of the 

same species. 

Methode for taking data for studies on individual and ontogenic variations of 

shark teeth were presented for future studies of many nominal sp巴ciesof the 

genus Carcharodon. 

1. はじめに

横浜市南西部から藤沢市東部にかけての仔｜攻に分布する長用組 （大塚，1937）は， 関東

地方におけ る中部更新統の模式層であり海成層で知られている。 また， 長；沼庭jは古 くから

」豊富な軟体動物や有孔虫：rnの合むことで知られており ，多数の研究（Yokoyama;1920, 

大塚 ；1937，大iJ-1;1954，浅野＇ 1937，鈴木 ・北崎， 1951, Ujiie and Kagawa; 1963〕

が行なわれてきたが， 未だサメ XJ;i化石についての研究はなL 、 ここに報告するサメ~；！＇（の歯

化石は， 長ffiJ<.'!)iの模式地である横浜市戸塚区長洲町員殻坂とその近接地から何られたもの

である。

一般にサメ虹！化石は貝類化石なとに比べて怖にしか見つからず， まして研究者が直綾露

頭から採集した資料になると著しく少、ない門／企図的にみても産出層準の明確な資料は質的

にも量的にも限られてお り， この方面の研究は資料の集積段階にあるものと思われる。

今回の資料は層準的に中部更新統のものであ り， 共産する貝fl'jや有孔虫mイヒイ干の研究成

果を活用できるので， 現生のホホジ ロザメと比較しつつここに記載する。

歯の測定ブJi.L、は上野 (1975, p. 201）に従った。

,, 日本ノレーテノレ神学大学 Nippon Luther Shingaku Daigaku, Tokyo 



12 上野・松島 ・現生および長沼層 （中部更新統）のホホジロザメの歯

測定部分は図2に示す。

Fig. 1 Map showing the 

localities for the fossil shark 

teeth, Naganuma Yokohama. 

鋸歯の算定においては鋸歯尖頭数を数えた。従っ て， 一つの鋸歯の尖頭が二つに分かれ

て見えるような場合は 2i固として数え， 数を得る尖頭数の最大数をも って鋸歯数としたの

現生のホホジロザメは日本てやは怖にしか入手て引きない。 そのため街の個体変異について

充分な調査がなされていないので， 化石の比較研究も不充分である。この度，沖縄島にて

捕獲された一個体と愛媛県八I怖浜の魚市場て”入手した一個体の1留について比較の方法を考

慮しつつ記載することを試みたっ このようなデーターが一個体ずつでも帯積されて，砲の

変異のl怖が明らかにされれば， 中新統，鮮新統から発見されるホホジロザメ属の研究に天

いに貢献すると思われる。

2. 化石の記載と産出地点の地質

il¥7:；宵ff..浦町 Class Chondrichthyes 

ネズミザメ円 Order Lamniformes 
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a a 

Fig. 2 Seventh tooth of the upper right ja、vof Carcharodon carcha門αs,showing the points 

used for taking measusements. 

Left outer surface, Right: inner surface, Middle: anterior view. 

a-b : length of crown at outer surface 

a-b' . length of c1 own at inner surfac巴

a c ・ distanc巴 b巴tweenapex of cusp and posterior encl of crown base 

a g : clistanc巴 betweenap巴xof cusp and anterior edge of crown 

d-f : width of root 

ネズミザメ平｜ Family Lamnidae 

ホホ ジロザメ属 Genus Carcharodon 

a）ホ ホジロザメ Carcharodon carcharias ( L1NNAEus) (PI. 1, lA. lB〕

産 地 ：n'l浜市戸塚区長沼町奈光谷（産出地点， I〕

地 厄i：：長m層

採集 者 ：松島義箪

採集年月 1=1・1969年 3月25日

標本番 号 ：KPMG 2528 

産出地点は県道大船停車場一吉間IIIJ線の長沼交差点と国鉄東海道線久保踏切とのほぼ寸l

聞に位置する長泊町奈光谷の入口である。 宅地造成のため切り 取られた露頭より採集され

た資料で，母岩の青灰色シノレ ト中に合まれていた。

産出地点の層位は長17--1層の中部にあたる。 すなわち， 露頭では長沼層の中部の上プJに挟

在する鍵層で知られるスコリア周がみられないが， 近くて＇＂！ini認したスコリア層の走内傾斜

から判断して，この鍵j同より数m下位にあたる。

共産する貝化石で；ヒな種は Pectenalbicans naganumanus, P. (A1z・zuhoρecten)

tokyoensis, Ch!amys farアeriniρρonensis, Crassatellies nanus, Callista chin・ 

ensis, Placamen tiaアa,Siρhona!ia modificata, S. spadicea, Inquisitor jeffre・ 

yeii, Dentalium octangulatum hexagonumなどである。これらの種は相模湾や駿河

湾のような外洋水の影響を受ける湾（海湾）の上高117長海帯（N1〕から亜浅海帯 （N3）の

砂泥底に生息する暖流系の員である（表 1〕。

13 



14 t野・松島 ．現生および長沼w，：〔＂＇こ1部更新統〉のホホジロザメのl密

本標本はJc.上顎の前からお6番目の的と思われ， 歯恨も 樹冠も完全なt；＇；木である。陶冠

の外事llはやや後方に傾斜し 1 前切縁はほぼ直線に近いが，後切縁は耐根からはほどのとこ

ろが内｛~!IJにわずか屈曲する 。 ｜佼頭J負～幽鎖前端問距離は36.6mmで， j，＞：悩数44但lである。l攻

頭頂～歯組後端間距離は 31.7mmで， ）；店 1\ki数40何である 。 I~司冠長は外側で 27. Smm, 内側で

26.4脚，幽冠1J日は29.4mm，術冠厚は5.Smm, J~引畏厚は6. 1聞である。 歯冠：長 と全長の比から

算出（Ranclall,1973）すると，本標本を保持していた例休の全長は約 3 . 5m あ っ たと ｝~，わ

れる。

b）ホホジロザメ Carcharodoncarcharias ( L1NNArns）〔Pl. l, 2A. 2B, 3A. 3B), 

産 地 ・桃浜市戸塚区長灯lllJ貝殻坂

地 層 ．長前）言

採集者 ：ill辺哲

採集年月円 ：1972年9月6円

3標本u-.i,、ずれも渡辺 jij氏〈当時浅野高校学生〕が， 長出町貝殻坂で1972年9月頃に

採集した。 P:it出地点の貝殻坂は大きな連続露頭であり，これらの資料がどの位置から局出

したか採集者から直接聴きだせなかったの 浅野高校教諭の伊東寛氏の日しからHI測すると，

産出地点の別位はスコリアの鍵屈を挟んで上下2～ 3m組問｜のシルト桝l-1-1に含まれる内 前

述のホホジロザメ化石の花出同準より若Ti一方に位置し， 長沼層i:［二＇It［）のとみの届準から応

出したことになる。

この）回準の貝化石は大f-[1〔1954〕，松島 (1977）によると Suchium gigαnteum na 

gamumanum, Nassarius caelatus, lnquistitor jeffreyeii, Stη・0アcayokoyamai, 

Pecten albicans nagamumanus, P. (Mizuhoρecten) tokyoensis, C hlamys fa 

rreni niρρoensis なとで特徴つけられる。前述のホホジロザメと共産した貝傾群集と）:J'i

似しているの ここでの遺骸H下も暖流系の浅海性の貝知ーから構成されているの

図版1の2A・2Bのj:j'i.：本は， ホホジロザメの左上顎第4番目の幽と忠われる。幽恨の

大部分と前後両IJ］縁の歯鎖付近がわずかに欠J員している。 1者冠は明i僚に後方へ傾斜し ホホ

ジロザメの店街のシリーズの，－，－，で最も後方への傾斜の・Jd(l,、上顎第4番目の闘であることを示

している。 前後切縁はほとんど直線に近いが，わずかにrc[1央付近で湾11!1する。岐頭］頁～歯

鎖前端間E哨，jl・は約19c実視IJ可能部分17.6）仰で， 前切縁のj川村数は約30(28斗 2？）であ

る。l攻頭l頁～陶顕後端閉山1削iは約16();'.il[IJ11J能部分15.6）で， 前切縁のlVr'iI指数は約27(25 

+ 2？） である。歯冠長は外側て、14.3mm，内側で14.2問，雨冠！｜同は約15mm，歯冠厚は3.2mm

である。l指の大きさから幼魚の歯であるとHI定 されるの

図版 1の 3A・3Bの版本は上述のものと同じ くホホ ジロザメの左上顎第4番目の幽と

思われる。 樹恨の全育13と前後両切縁の歯矧付近がわずかに欠損している。岐頭頂～ilb<f'貸出l

端問距駈は約21c実瀕IJ可能｛＇ill分19.5)mmで， 前切縁の鋸討す数は約33〔31+ 2 ? ）である。

岐頭l頁～術頒後端間距離は約18c実iJllJllJ能川分16.7) mmで， 後切縁の釘i r~；d＆は約25 (23十

2 ? ）である。樹冠長は外｛J!IJでl5.5mm，内側でll.5mm, 1~；｛冠 11日は約l6mm, r'iki冠厚は2.加加で

ある。幼魚の備である。

c) I豆｜版 1 の 4A ・ 4B の~~；＇） ;;j三はメジロザメ類の歯である 。

ネズミザメ H Order Lamniformes 

メジロザメ科 Family Carcharhiniclae 

メジロザメ属 Genus Carcharhinus 
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A B 

Fig. 3 A . A portion of the cutting edge on which the number of sen ations is counted as 8 

13 : First tooth of the ,lower right jaw of Carcharodon carcharias (170cm (1)〕，showing

the lateral cusps. 

Carcharhiηus sp. (Pl. 1, 4A, 4B) 

本標本はメジロザメ屈のー砲の右上顎の歯てーある。 Ffiの半lj）、じは困難である。的恨の令部

とTjl]後切縁の歯顕付近がわずかに欠慣している。 備冠は後方に傾斜し，前切縁はなだらか

にlli'iJ出し，後切縁は湾入しているn 鋸iおは岡山縁の「！1;J.;:;t!Iにおいて最も大きく，切if,'!,jの向

付！，＼にむかつ て小さくな っているわ

II文頭］負～歯頭市l端間hlLi間tは約13（実illlJ可能部分11.9) mmで， 1]IT切縁は釘歯1,'Xは約32(30 

ート2？）である。II交頭］頁～幽蹴1111端間日Ii雌は約11（実社［lj可能hll分9.9）聞で， 後l;J］縁の似1iM>i

?<'Xli約31(29+ 2 ? ）である。陶冠長は外側で10.0沼市内fj.[IJで，7.Smm，陶冠帆は約12.5mm, 

(i{)cl厚は2.Smmである内

3. 現生ホホジロザメの歯の記載

1liT述のホホジロザメの耐の化石を研究する際， どうしても必盟なのが現生のホホジロザ

メの歯に関する詳細な情報である。 この情報は一個休の阪のシリーズ内における変異Jこ関

する資料とその輩横による色 な々大きさの個休における何休変異のIliff¥に関する資料を合ま

ねばならなL、。現在では唯者らの知る｜浪り 未だこのような資料に関する報告はない。従っ

て化石の衡に関する測定資料（Uyenoand Hasegawa, 197L1；上野 ・松島，1975；糸；（（1,J 11 

ほか， 1975など〉を判断し，考然する ことがきわめて｜利難な状況にある。

本報告においてはこの織な現況をふまえ， 将来の蓄偵を考慮して，現生のホホ ジロザメ

の耐の変異を成魚と幼魚について記載する。 このような資料は11・1新世から更新｜並にかけて

Ill界各地から発見されており， 現在混乱しているホホジロザメ胤の程のレベルて、の進化を

15 



Table 2. 

t野 ・松島；現生および長沼層〔中部更新統〕のホホジロザメの歯16 
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Figs. 4 and 5. Number of serrations on the ant巴riorand posterior cutting edges of teeth on 
the right jaw of Carcharodon carcharias. Black circles represent upper jaw teeth, and 
open circles represent lower jaw teeth. Numbers near or within circles indicate the 
position of the tooth on the jaw, from anterior to posterior. The total length of th巴
specimen used for Fig. 4 is 390 cm （合）， collected off Motobu, Okinawajima. The to 
tal length of the specimen used for Fig. 5 is 170 cm （合），obteined at a fish market 
in Yahatahama, Ehime Prefecture, Shikoku. 

10 
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解明する上で欠くべからざるものと思われる。

a）図版2～5の個体

ホホジロザメ Cαγcharodon carcharias ( L1NNAEus) 

採 集 士山：沖縄県本itl）町と伊江島の間にある中之Wiでの延縄により捕獲さ

れた。

採集者 ：玉v一良半信

採集4「月日 ・1975年11片20日

全 長 ：3m9Qcm，雄，成；魚、

右上顎と右 下顎の歯

特 徴 ：ホホジロザメj高のlおの一般的な特徴は， 歯冠の｜攻顕l頁と歯冠基部中火を結ぶ線

が樹1授に対してほとんど垂直で， 前切縁と後切縁の長さに大差のないものが多L、。店街根も

前端から後端までほとんど高さが同じであり， 基底縁の湾人はわずかである。一般に切縁

の鋸闘は両端においてやや小さいが， ほぼ全長にわたって同じ大きさである。ただし顎の

後方に位置する比ii攻｜均小さい幽， ならびに幼魚、の耐においては鋸悩が切縁の中大で幾分相l

大になる傾向が認められる。

治上顎歯 ．第1耐では前後切縁の長さはほぼ等し く鋭i幽の数も等しい内 両切縁とも岐民！

頂から歯頚に内って怪いカーブを回き膨出する。

第2，~釘は iお冠がやや後）jに傾き， 切縁は中央市I）でやや湾入する。第 3iおはやや小さく ，

歯冠が前方に傾き前切縁が短く後切縁が長い。 j＼ドii:お数も前切縁が少なし、。前切線は中央itll

で湾入するが，後凶縁はほとんど直線状であるの第 41指は歯冠が後方へ傾斜する η ｜羽根の

基底線は前ノ1の 3，·~言に比べて湾入の度合が小であり ， 第 51’おも同様である。第 5,§J')6悩

歯は歯冠がやや後方へ傾斜するが， ほとんど正三角形に近い形状て前大きさもわからない。

第 7歯より 後方の悩は次々と小型になり釦｜淘も相くなる。切縁のぜ入の皮が強くなり， 後

方のものほど歯冠長が短かく ， lお冠幅が大になる。

右 ，，.顎歯 ・一般に上顎幽に比較して歯冠が細長く， 歯根の轡r1J1の度合が＇］diい《第1歯は

前切縁後切縁が同長である。第 21おはわずかに後方に傾斜し ，第 31おはやや小さくわずか

に前方に傾斜する。第 4iお以後は依［冠は基底に対しほとんど垂直であり ，両切縁の儲根よ

りほぼ 3分の 1ほどのところで、轡入して吠頭頂へ内って細くな っているの 第 6I~~ より後方ー

の歯では歯冠長より l指冠11日の万が大て‘ある n

b〕図版6～ 7の個体

ホホジロ ザメ Carcharodon carcharias〔L1NNArns）のiJJf:i;1、

採 集 地：愛媛県八幡浜魚市場にて上野輝弥収集

採集fj.O月日： 1974年 8月日

全 長 ・lm7Qcm，雄，幼角、

抗上顎と右下顎のl!lif

特 徴 ・一般的に， 成：（（1，の｜留とのノ之さな若は：件切縁の比｛恨近くに見られる側II火砕！の；（＇引E

である。 この側岐頭は下顎のl歯においてより明｜僚に発達しているのまた幼魚の附では備恨

の基底縁の内入が怖いの

千I上顎歯：第 1N(fはやや後）Jに傾斜する n 第 21＇ねはほとんど垂直で，；x!3歯は小さく rJli

方に傾斜する。 知 4l留は後方に•］dl く傾斜するがm s ， 出 6 iおは後}iiこやや傾斜する相J；［で

ある。第 7断より後方の備は次々に小さくなり後／；へ傾斜するつ 相7より後方の備におい
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ior. The total length of the specimen used for Fig. 6 is 390cm （合〕， and 170 cm （合）
for Fig. 7. 
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The large specimen of Carcharodon carcharias (Loe. Motobu, Okinawa) 

て前切縁はほとんど直線状であるが，後切縁は湾入し， その基i111によく 5b土したfj[ljl皮頭が

存在する 。 また後切縁において切縁中央省1 5の:fA~i歯が粗大て、ある 。

右下野！樹 ・ーと顎歯に比べ依f冠が和11く長L、。 側岐頭がよく発達する。第 1蹴はやや後）；へ

傾斜し， 第2歯はほぼ垂直，第 3iikiは小さく i11J方へ傾斜する。 tf54，第 51備は垂直，出6

1歯以後は次々と小さくなり，後方lこ11fi斜する。

Fig. 8 

察

以上の35l生ホホジロザメの資料に基づいて，本報告，＿，.，の最もノ＼きな化石の歯（PL1. lA 

lB〕を調べると，上顎歯で前切縁鋸歯｜数：が44, 後切縁鋸j選数が40，歯冠長が27.8mm〔外

側面〉であるので， 表2の概当欄に近似値を求めると治6歯という ことになる。 この結果！：

は計算値を用いず， あら かじめ歯の外車llの支店似により Ht定した結果と全 く一致したので，

信頼性は高いと思われる。 前述のごとく 今後，より多くの現生．ホホジロザメの！留の資料を

喜子積し， 現生種およ び化石種の歯の諸形質，変異の1/111＼を明確にしてゆきたいものである。

考4. 

百平

研究のために貴重な襟本を御提供 Fさった当時の沖純海洋IW水肱館におられた内聞託三，

石井 I径の両氏， 化石標本を街l指供下さ った浅野高校の伊東 克氏に深く感謝の怠を表す

る次第である。

謝
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Plate 1 Fossil shark t巴巴thform Naganuma Formation of middle Pleistocene bed. 

1. 3. Carcharodon carcharias (X 2 ), 4. Carcharhinus sp. (X 2) 

A, inner surface, B, outer Sur face. 

Plate 2-5 Carcharodon cai charias. A set of tooth from a male (3. 9口.1 in total length). 

A and B, upper jaw teeth, C and D, lower jaw te巴th,A and C, inner surface, B 

and D, outer surface目

Plat巴 6-7. Cwchピirodoncarcharias. A set of teeth from a male (1. 7 m in total length〕.A

and B, upper jaw teeth, C and D, low巴rjaw t巴巴th,A and C, inn巴I surfac巴 ，B and 

D, outer surface. 

Plate 8. Molluscan Fossils fr om Naganuma Formation, Nakouyato (Loc. 1), Naganuma, 

Yokahama. 

1. Suchium costatnm (Kr ENEH〕，x1. 

2. Cryρtonatica janthostomoides (Ku ROD八＆ HAuE), X 1. 

3. Neverita (Clossaulax〕reiniana( DvNKrn), X 1. 

11. Nassa; iu.s (Zeuxia) caelatus〔A. Ao川崎），x 1. 
5. Szρhonalia modificata〔REEV I＇〕， x1 

6. Si戸honaliamodificata (REEVE), X 1. 

7. Jnquistor je万町sii( E. A. SM rm), X 1 . 

8. Saccella gordonis ( Y OI<OY A MA〕，x2. 

9. St円area(Galactella) i日terρlicata(GRABAU & KING), X 2. 

10. Chlamy s fa門’e円日1ρρoniensis(Ku  RODA〕， X1 

11. Pecten (Notovola) albicans maganumanus YOKOYAMA, XO. 5. 

12. Pecten (Mizuho戸ecten)tokyoensis TOKUNAGA, X 1 

13. Crassatellites nanus (ADAMS & REEVE), X 1. 

14. Cyiladicama cumingi〔HANLEY), X 2. 

15. Luc問omacon.centηca〔YOKOYAMA〕， x1. 

16. Plac.仰四日 tiara (Dr LI.WYN), X 1 

17. Myadoi’a yolwyαmai ( 0TuKA) HA日E, X 2. 
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Pl. 1 
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Pl. 2 
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Pl. 3 
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Pl. 4 
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Pl. 5 
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Pl. 6 
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Pl. 7 
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Pl. 8 
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Gas十「opod a 

Calliostomαs  hiπαgαweηs e oipangoanum YOKOYAMA 

Suohium giganteumπαganumα円umOTUKA 

Suchium costatumCKIENER) 

Lis so古esta sobrina (ADAMS A.) 

Cryptonαtica jαπ志hos志oη1oides (KURODA & HA BE) 

Neverita (Glossaulax) reiniana CDUNKER) 

Neveri tαf G7-os 5αu 7-ax) didymαCRODINGJ 

Toπna luteostoma (KUSTER) 

Toπnαsp. 
／ 、

SemicαS sis sp. 

Mitrelia (Mitrelia) bicinc tα （GOULD) 

Onustus sp. 

Nassarius (Zeuxis) cae Zαtus CA ADAMS l 
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Cuspidariα （Cardiomya) gouZ.dianα HINDS 
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E×plana十ory no十es

F「叩 e川 . ：ab川 un十， ・：commo円 Ge句 raphic dis十「ibu十ioN. la十 ：No州 la十i十udein weste「nside of十hePacific Ocean. 

Ba十hym巴十「ic~ge NO : 十ida I ( i ni"e「十idallzone, NI :e山 eri十ic zone, from low 十idemark 十0 20ヲOm deep, N2 : mesoneritic zone 
f「叩 20-30十o50-60m, N3 : subne「l十ic zone, from 50-60十o I00-120m, N4: bathyner i十ic zone, 100-120十o200-250m, B : ba十hyal
zone from 200m - ·• . Bo十十om sedimen十 gR : 9「ave11 y 「ock, fS : fine sand, M: mud, mS : muddy sand, R : rnck, S : sand, sM : 

sandy mud, sh :a十十日十chedon shel I. Ecological da十a are quo十ed from Kuroda & Habe (1952), Oyama (1973). 、

Local i寸y I : NakouYa十O, Naganuma （十his paper), 2 : Kaigarazaka, I、Jaganuma (Ma十sushima,1977), 3 : Kaiga「azaka,Naganuma (Oyama, 

1954). 
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